
第10回
心血管カテーテル治療専門医新規申請

（2018）
申請マニュアル

申請期間：2018年8月1日（水）から8月31日（金）

申請方法：資格申請システムより全データアップロード
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※既に活動実績登録のために本システムにログインされている場合、上記【CVIT資格申請
システム操作手順-パスワード登録方法(P9～12)】の手続きは不要となります。



2018年 2019年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

審査期間 審議会認定

認定された場合の認定期間：
専門医認定医制度審議会での認定日より、翌年1月1日
を起点とする5年間
（例：2019年12月◯日に認定された場合、
2019年12月◯日-2024年12月31日

書類精査期間

申請受付期間 筆記試験
結果通知

9/1 12/31
技能評価対象施行症例レジストリー登録期間

12月2日(日)
筆記試験

2019年5月下旬
レジストリー登録症例より無作為抽出による10例を
筆記試験合格者宛に通知
対象者：
・専門医筆記試験合格者
・再受験者

結果通知
申請者

審議会
事務局

2019年6月(予定)

2018年9月1日-12月31日施行のレジストリー登録症例から指
定された10例のうち任意の3例について

①必要書類をCVIT事務局に簡易書留にて提出
②必要書類データをe-casebookにアップロード

第10回心血管カテーテル治療専門医新規申請の流れ

7/11 8/10

活動実績事前登録期間

8/1 8/31

専門医新規申請書類の申請期間

活動実績事前登録期間7/11-8/10厳守

活動実績事前登録期間と申請受付期間は異なりますので、ご留意く

ださい。

事務局で「受理」された実績分が更新申請時に使用可能です。

2018年度 第10回心血管カテーテル治療専門医
新規申請受付期間8/1-8/31厳守

事務局で「受理」された活動実績が申請画面に「提出済みの研究業

績」として表示されます。また、活動実績（研究業績）以外の申請

書類の申請期間です。

筆記試験料払込期間
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専門医新規申請条件
CVIT専門医認定医制度本則（第4章）より抜粋

（心血管カテーテル治療専門医の受験資格）

第12条 心血管カテーテル治療専門医の受験資格は以下の通りとする。

1. 認定医取得後、本学会が指定する研修施設あるいは研修関連施設、および研修施設群の連携施設（研修施設群の運用のための細則参照）※1で通算3年以上のカテーテ
ル治療に従事した医師で（CVITの認定医を取得後、本学会が指定する研修施設および研修関連施設に所属していない場合、研修期間は2/5と算定し※2、これを満たす医
師）、申請前年末日までに認定医資格取得基準である冠動脈形成術100例の治療経験を含む、主術者としての冠動脈形成術300例の治療経験があること。ただし、J-PCIレジ
ストリー登録制度が開始された2010年11月以降の治療経験に限る。

2. CVIT研修カリキュラムを履修していること。

3. ライブ・教育委員会が主催する教育セミナー全講座を修了していること。※3

4. 日本循環器学会認定循環器専門医の資格があり、十分な指導能力があること。

5. 認定医資格取得基準である研究業績2つを含む、心血管カテーテル治療に関する研究業績が5つ以上あること。ただし、そのうちの1つは、本学会学術集会、地方会での発表ま
たは本学会学会誌での掲載のいずれかを必須とする。※4

6. 指導にあたった本学会心血管カテーテル治療専門医または名誉専門医1名の推薦があること。尚、認定医として研修を受けた期間で、心血管カテーテル治療専門医受験資格を
得る直近半年以上を研修施設群の連携施設で研修した時は、研修施設群の運用のための細則で定める施設群指導医が推薦すること。※5

7. J-PCI レジストリーに参加し、全例登録していること。

8. 日本の医師免許を持ち、海外のPCIトレーニングコースを終了し、その国のPCI専門医に認定された医師は審議会での承認をもって受験資格を認める。

※ 1 2018年以降の心血管カテーテル治療専門医新規申請者より適用

※ 2 下線部の「研修期間は2/5と算定し」の算定方法は、2020年12月末日までの措置とする。

※ 3 2018年心血管カテーテル治療専門医新規申請者より必須

※ 4 2019年心血管カテーテル治療専門医新規申請者より必須

※ 5 2018年研修施設群運用後より適用
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提出内容について

① 心血管カテーテル治療専門医新規申請書

② 日本循環器学会認定循環器専門医証（A4サイズに縮小）

③ 治療経験証明書

④ 指導にあたった本学会心血管カテーテル治療専門医または名誉専門医1名の推薦状

⑤ 症例登録事業(レジストリー)参加登録宣誓書

⑥ 施設年数換算表

⑦ 研究業績 5つ (活動実績事前登録システム受理分よりピックアップ)

⑧ カテーテル治療経験数（主術者としての冠動脈形成術300例分）

(2016年以前のレジストリー未登録症例を申請する場合)

⑨ 申請症例記入フォーマット

⑩ 申請症例証明書

申請期間：2018年8月1日から8月31日

申請方法：資格申請システムより全データアップロード
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教育セミナー全33講座について

前頁①～⑩の他に、2018年の心血管カテーテル治療専門医申請者より「ラ

イブ・教育委員会が主催する教育セミナー全講座を修了していること」が必
須です。

これは、他学会と連携する新専門医制度に向けた教育カリキュラムに基づ
くものです。
以下のいずれかで全33講座を受講修了していることが必須です。
•学術集会会期中の教育セミナー（CVIT2017、CVIT2018）
•e-ラーニング受講（2018年8月31日まで利用可能）

•会員専用サイトからe-ラーニングの受講が可能となりますので、2018年度

以降、専門医申請をご検討される認定医の先生におかれましては、教育セ
ミナーを全講座ご受講いただきますようお願いいたします。操作方法につき
ましては、e-ラーニング操作マニュアルをご確認ください。
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https://www.cvit.jp/
http://www.cvit.jp/files/specialty-system/e-learning/manual.pdf


CVIT資格申請システム操作手順
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2018年8月1日（水）より
アクセス可能

8



手順①：5桁の会員番号を入力します

パスワード登録方法①

手順②：パスワードの登録をします

パスワードは8文字以上とし、英大

文字・英小文字・数字・記号のうち

3種類以上を含めてください。

2017年度運用の申請システムとは異なる新会員システ
ムのため、全会員がパスワードの登録を行う必要がありま
す。
既にご登録済みの場合、「CVIT資格申請システムログイ
ン後操作手順（P13～）」へ進んでください。
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手順③-Ⅰ：メールの送受信

パスワード登録方法②

手順④：メールに届いたURLを押下し、手順②で設定したパスワードを入力する

手順③-Ⅱしばらく待ってもメールが届かない場合はお問い合わせへ進んでください

(本マニュアルP10へ)
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パスワード登録方法③(お問い合わせ画面へ進む)
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パスワード登録方法④(お問い合わせ画面へ進む)

こちらにメールアドレスを入力してから確
認してください。

本申請システムで使用するアドレスが有効かあらかじめ確
認するための機能です。

「このアドレスへCVITからのメールが届くか確認する 」を押
下し、テストメールを送信した後、

＜しばらく待ってもメールが届かない場合＞
・ご利用のネットワーク管理者に問い合わせいただくか、
・別のメールアドレスをご利用いただくか、
・迷惑メールに振り分けられていないかを確認してください。

＜テストメールの受信が確認できた場合＞
こちらの画面からお問い合わせの後、CVIT事務局からの返
信をお待ちいただいてから、改めてログイン用パスワードの申
請を行ってください。

※利用するメールアドレスが会員登録されているメールアド
レスと異なる場合、「その他連絡事項」にメールアドレス変更
希望の旨、ご連絡いただき、CVIT事務局からの返信をおま
ちください。
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CVIT資格申請システムログイン後操作手順
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CVIT資格申請システムログイン後操作手順①

「資格申請を開始する」
を選択する
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CVIT資格申請システムログイン後操作手順②

該当する申請内容を1つ選択してください。

選択する
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CVIT資格申請システムログイン後操作手順③

ステータスは、
①未提出
②提出済
③不足

のいずれかが表示されます。

16

提出項目ごとに「詳細」を
選択し、申請を行う。



※事務局へ連絡事項がありましたらこちらへ入力し、
【連絡事項を保存する】をクリックしてください。

申請を中止したい場合は、【この申請を中止する】をクリックしてください。

CVIT資格申請システムログイン後操作手順④
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①書式のダウンロード

②スキャンしたPDFデータの
アップロード

③【提出する】をクリック

◎心血管カテーテル治療専門医 新規申請書

・心血管カテーテル治療専門医 新規申請書の
記載

※医籍番号は、必ず医師免許証を確認の上、
記入すること

心血管カテーテル治療専門医新規申請書の提出①
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この表示が出たら、正常に申請書データが
受理されています。

【こんな時は？】
一度提出した申請書データを差
し替えたい場合

①提出書類で差し替えたいデー
タを選択し直す

②【提出データを更新する】を
クリック

①

②
データの差し替えがない場
合は、【第10回心血管カ
テーテル治療専門医新規
申請(2018)へ戻る】をク
リック

心血管カテーテル治療専門医新規申請書の提出②
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①書式のダウンロード

②スキャンしたPDFデータの
アップロード

③【提出する】をクリック

◎治療経験証明書
⚫ 施設長または所属長の自署または、捺印が必須です。
⚫ 本証明書は、新規申請時に使用する症例を施行した全て
の施設より証明をいただいてください。

⚫ 原則、当時の施設長または所属長に捺印をいただいてくだ
さい。

⚫ 当時の施設長または所属長が不在の場合は、現在の施
設長または所属長に捺印をいただいてください。

治療経験証明書の提出①
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治療経験証明書の提出②

この表示が出たら、正常に申請書データが受理されています。

【こんな時は？】
一度提出した申請書データを差
し替えたい場合

①提出書類で差し替えたいデー
タを選択し直す

②【提出データを更新する】を
クリック

①

②
データの差し替えがない場
合は、【第10回心血管カ
テーテル治療専門医新規
申請(2018)へ戻る】をク
リック
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日本循環器学会 循環器専門医証

①書式のダウンロード

②スキャンしたPDFデータの
アップロード

③【提出する】をクリック

◎日本循環器学会 循環器専門医証

⚫ 書式（表紙）に必要事項を入力し、循環器専門医証と
セットでPDFデータにし、アップロードしてください。

日本循環器学会認定循環器専門医証の提出方法①
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この表示が出たら、正常に申請書データが
受理されています。

【こんな時は？】
一度提出した申請書データを差
し替えたい場合

①提出書類で差し替えたいデー
タを選択し直す

②【提出データを更新する】を
クリック

①

②データの差し替えがない場
合は、【第10回心血管カ
テーテル治療専門医新規
申請(2018)へ戻る】をク
リック

日本循環器学会認定循環器専門医証の提出方法②
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①書式のダウンロード

②スキャンしたPDFデータの
アップロード

③【提出する】をクリック

◎心血管カテーテル治療専門医・名誉専門医 推薦状
⚫ 実際に指導にあたられた、心血管カテーテル治療専門医、名
誉専門医のうち1名の推薦状をいただく

⚫ 申請者は、会員番号、会員氏名、所属施設名、職名を記載
すること

⚫ 推薦者は、所属支部名、所属施設名、会員番号、認定番号、
氏名（自署または捺印）を記載すること

指導にあたった本学会心血管カテーテル治療専門医・
名誉専門医のうち1名の推薦状の提出①
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指導にあたった本学会代議員・心血管カテーテル治療専門医・

名誉専門医のうち1名の推薦状の提出②

この表示が出たら、正常に申請書データが受理されています。

【こんな時は？】
一度提出した申請書データを差
し替えたい場合

①提出書類で差し替えたいデー
タを選択し直す

②【提出データを更新する】を
クリック

①

②
データの差し替えがない場
合は、【第10回心血管カ
テーテル治療専門医新規
申請(2018)へ戻る】をク
リック
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①書式のダウンロード

②スキャンしたPDFデータの
アップロード

③【提出する】をクリック

◎症例登録事業(レジストリー)に参加し、全例登録する旨の宣誓書
⚫ 申請時に在籍している施設で、NCD施設診療科長より、証明をいただく。
⚫ 申請者がNCD施設診療科長である場合は、申請者自身がご証明ください。
⚫ 赤字下線部を必ず確認し、誓約すること
◎医籍番号の誤登録が判明した場合
医籍番号がNCD上に正しく登録されていない場合、症例を正しくカウントすること
ができかねます。ただちに、NCDへ医籍番号の修正依頼を連絡してください。

NCDお問い合わせ
https://www.ncd.or.jp/contact/medical/clinicalcase/

症例登録事業(レジストリー)参加登録宣誓書①
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症例登録事業(レジストリー)参加登録宣誓書②

この表示が出たら、正常に申請書データが
受理されています。

【こんな時は？】
一度提出した申請書データを差
し替えたい場合

①提出書類で差し替えたいデー
タを選択し直す

②【提出データを更新する】を
クリック

①

②
データの差し替えがない場
合は、【第10回心血管カ
テーテル治療専門医新規
申請(2018)へ戻る】をク
リック 27



①書式のダウンロード

②Excelデータではなく、スキャンしたPDFデータの
アップロード

③【提出する】をクリック

施設年数換算表①
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病院名・在籍期間・在籍月数を入力し、施設形態を選択してください。
病院は新しい病院から入力し、遡って入力してください。

係数及び、換算月数は自動計算されます

プルダウンで選択してください

【お願い】
必ず「（提出用）CVIT研修歴換算表」のシートをPDFでアップロードしてください！

施設年数換算表②
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施設年数換算表③
この表示が出たら、正常に申請書データが受理されています。

【こんな時は？】
一度提出した申請書データを差
し替えたい場合

①提出書類で差し替えたいデー
タを選択し直す

②【提出データを更新する】を
クリック

①

②
データの差し替えがない場
合は、【第10回心血管カ
テーテル治療専門医新規
申請(2018)へ戻る】をク
リック
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研究業績１～５それぞれの詳
細をクリックし、申請を行っ

てください。

研究業績の提出方法①
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活動実績事前登録システムにて受理された研究業績が表示さ
れます。
未登録、または事務局棄却・未受理分は表示されませ
んのでご留意ください。8月10日迄にご登録いただいた
実績は、8月20日までに受理・棄却の判定をいたします。

• 査読システムのある心血管カテーテル治療に関する原著論
文（症例報告を含む）の誌上、または学会（本学会、本
学会の地方会、本学会と日本循環器学会が認める関連
学会を含む）での研究発表

• 筆頭著者か筆頭演者
(心血管カテーテル治療の定義)
• PCI（冠動脈形成術）、EVT（末梢血管インターベンショ

ン）、大動脈ステントグラフト、Structural Intervention
（構造的インターベンション）、小児先天性心疾患に対す
るインターベンション。

• 不整脈に対するアブレーションや、下大静脈フィルター留置
および抜去、一時ペースメーカー留置など一時的な予防的
カテーテル手技は含まない。新しい技術が出てきたときは審
議会において検討して決定する。

活動実績登録で受理済みの登録分が表示されていないなどの
ケースがありましたら、CVIT事務局へ
（ Senmoni@cvit.jp ）までご連絡ください。

①研究業績提出1
～５の画面で、【操
作】から【提出する】
をクリックしてください。

②【第10回心
血管カテーテル
治療専門医新
規申請(2018)
へ戻る】をクリッ
クしてください。

研究業績の提出方法②研究業績１～５は同一の画面です。
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研究業績の提出方法③
この表示が出たら、正常に申請書データが受理されています。

【こんな時は？】
研究業績を提出した後に、
【提出する】をクリックする
と、研究業績が入れ替わりま
す。
差し替える場合は、未提出の
研究業績をクリックしてくだ
さい。

データの差し替えがない場
合は、【第10回心血管カ
テーテル治療専門医新規
申請(2018)へ戻る】をク
リック
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カテーテル治療実績の登録方法①

心血管カテーテル治療専門医新規申請時には、主術者として300例以上の冠動脈形成術の治療経験が必須です。
34



カテーテル治療実績(主術者として300症例以上のカテーテル治療)

◎レジストリー登録分： をクリックし、自動集計。
※自動集計は、入力ステータス「完了（承認済み）」症例分のみ
◎レジストリー未登録分：表中、【手入力】欄に数を入力。
※手入力分は、未登録症例申請データ（Excelファイル）のアップロードが必須です。

・未登録症例記入様式

未登録症例
認定医取得後のPCI未登録症例が申請可能。
2017年度未登録症例分は申請不可。
2017年度症例は、誤って手入力・データ提出をされたとしても審査時にはカウントされません。

直前症例
2018年1月1日からの完了承認済の症例が申請可能。

・治療経験表
PCI未登録症例を申請する場合に提出が必須となります。
提出時は、スキャンしたPDFファイルをアップロードください。

カテーテル治療実績の登録方法②
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カテーテル治療実績の登録方法③

レジストリー登録分を申請
に利用する場合、【レジス
トリー登録症例を更新す

る】をクリック
レジストリー登録症例を更新する

① 【登録済】レジストリー登録症例が表示されます。症例が充足している場合、
【提出する】をクリックし、申請を行ってください。
※未登録症例として認められるのは2016年までの症例です。2017年度の
症例を入力しても無効になります。

② 申請時に利用したいレジストリー未登録症例数を手入力してください。
③ 事務局使用欄です。

※年間症例が表示されていますが、申請後に事務局ではそれぞれの認定
医取得日以降の症例をカウントし審査します。

入力NG
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学会に登録した医籍番号が誤っていた場合や
NCDに登録した医籍番号が誤っていた場合、
会員情報の変更作業を行わなければならず、
申請が大幅に遅れます。
必ず医師免許証をお手元に、正しい医籍番号を
入力してください。

レジストリー登録分の申請①

①

②

④

③ Ｖ

000000

37

CVIT医籍登録番号登録フォームに入力された分の反映は登録
後約1～2週間後となりますのでご留意ください。



⚫ UMINの登録で「術者不明：00000」と入力した
症例は一覧表に反映されませんので、CVIT
事務局（senmoni@cvit.jp）にご連絡ください。

⚫ 年間症例が表示されていますが、
申請後に事務局ではそれぞれの認
定医取得日以降の症例をカウント
し審査します。

⚫ PCI指導医、EVT/SHD第一術者、
指導医の症例数も表示されますが、
申請にはカウントされません。

レジストリー登録分の申請②

2017 50

50

50

30

50

50

30

50

10

30
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レジストリー登録分が表に
反映されます。

100

100

100

※治療実績が基準を下回る場合、
と表示されます。

※

レジストリー登録分の申請③

39

※各項目の事務局欄は、事務局が
審査時に使用します。

※年間症例が表示されていますが、
申請後に事務局ではそれぞれの認
定医取得日以降の症例をカウントし
審査します。

※カウント不可の症例は、事務局で
マイナス処理をいたします。



レジストリー未登録分の申請①

①

②

入力NG
レジストリー未登録分を申請に利用する場合
①PCI第一術者の未登録項目の手入力欄に申請数を入力する
※1 2017年度のPCI未登録症例の救済はありません
※2 手入力で申請できる症例は2010/11/1～2016/12/31の症例

です。
②【治療実績を保存する】をクリック
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レジストリー未登録分の申請②

・未登録症例記入様式（Excelデータ提出必須）
(PCI)
2010年11月以降のPCI未登録症例を申請可能。
2017年度未登録症例分は申請不可。
2017年度症例は、誤って手入力・データ提出を
されたとしても審査時にはカウントされません。

①書式のダウンロード

②Excelデータのまま
アップロード

⚫ 表に手入力した分の治療経
験表を提出してください。

⚫ PCI未登録症例のうち、
2017年度分の救済はござい
ませんので申請不可となり
ます。

⚫ 必ずExcelファイルのまま、
アップロードしてくださ
い！
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レジストリー未登録分の申請③

直前症例（任意）

⚫ 2018年1月1日以降に施行したPCI登録症例
を申請可能。

⚫ ただし、入力ステータス完了承認済に限る。
⚫ NCD症例検索ページをそのままプリントアウトし、
スキャンしたPDFデータをアップロードしてください。

⚫ 入力ステータス、【完了未承認】、【編集中】の症
例は認められません。手入力に症例数を入力し
スキャンデータをアップロードしても、カウントされま
せんので、ご留意ください。

詳細は次頁をご確認ください。

スキャンしたPDFデータのアップロード
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※2018年1月以降に施行した症例を申請する場合
NCD(National Clinical Database)

NCDログイン後直後の画
面「登録データ検索」を押
下してください。

レジストリー未登録分の申請④
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NCD(National Clinical Database)

術式1の術者」を選択し、入力ス
テータスを
「完了承認済み」にして「検索す
る」を押下してください

2018年1月1日から申請日直前まで
の施行日を入力
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NCD(National Clinical Database)

術者やステータスの証明として確
認するため、検索した画面を含め
たこちらのweb一覧ページ全体を
そのまま印刷してください。

「更新日」から「術式1の術
者」まで表示されるように全
体を印刷してください。
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NCD(National Clinical Database)

「更新日」から「術式1の術者」
まで表示されるように全体を印刷
してください。
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申請症例証明書

申請症例証明書

• 該当する申請内容を○で囲んでください

• 複数の施設で施行した症例を提出する場合、施設毎に作
成する

• 証明者は、所属診療科の上長または施設長としてください

• 原則、当時の施設長または所属長に捺印をいただいてくだ
さい。

• 当時の施設長または所属長が不在の場合は、現在の施
設長または所属長に捺印をいただいてください。

レジストリー未登録分の申請⑤

・申請症例証明書様式（任意）
PCIレジストリー未登録症例(未登録症例、直前症例)
を申請する場合に提出が必須となります。
提出時は、スキャンしたPDFファイルをアップロードください。

①書式のダウンロード

②スキャンしたPDFデータのアップロード
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【申請前の注意事項】

【申請する】をクリックすると、データの修正・差し替えは一切
できませんのでご留意ください。

データの差し替えなどがある場合は、絶対に【申請する】をクリックしないでください。

提出書類として、問題がないことを十分に確認した後、【申請する】をクリックしてくださ
い。

48



【 必須注意事項】
⚫ 【申請する】をクリックすると、

データの修正・差し替えは
一切できませんのでご留
意ください。

⚫ データの差し替えなどがあ
る場合は、まだこのボタンを
押さないでください。

⚫ 全ての提出書類に問題が
ないことを確認した後、
【申請する】をクリックしてく
ださい。
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【 必須注意事項】

⚫ 何らかの理由により、ステータス
が【不足】になっている状態でも、
申請を受け付けることは可能で
す。

⚫ ステータスが【不足】となっている
まま【申請する】をクリックしてくだ
さい。

⚫ 但し、事務局と事前に連絡を
取り、事務局が把握している
ケースの場合のみ、審査対象と
いたします。

⚫ データの差し替えなどがある場
合は、絶対にこのボタンを押さな
いでください。
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申請受付終了画面

これで第10回心血管カテーテル治
療専門医新規申請が終了です。
審査結果をお待ちください。
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